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科目名 
 

分子化学A 

対象学科・学年 
  薬学部薬学1回生  
   
   
  
  

担当者 
 

谷本 能文 

授業テーマ 
 物理系薬学領域の基礎のうち、化学熱力学を中心に学ぶ 
授業の概要と目標 
 物質の基本的性質を理解するために、熱力学、反応速度論などの基本的知識を習得する。 
薬学教育コアカリキュラムの「Ｃ１物質の物理的性質」の内の「物質の状態IとII」、「物質の変化」、「Ｃ２化学物質の分析（１）

化学平衡」の全部、「Ａ（２）医療の担い手としてのこころ構え」の一部に相当する。 

評価方法 
 出席日数、レポート、小テストにより、総合的に評価する。 

テキスト 
 アトキンス 物理化学要論 

訳者 
 千原秀昭 
稲葉 章 

出版社 
 東京化学同人 

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

１．はじめに（＊力、エネルギーなど物理量の定義とその単位が説明できる。研究に必要な独創的考え方、能力を醸成する。

研究者に求められる自立した態度を身につける） 
２．気体の性質（ファンデルワールス力の状態方程式について説明できる。気体の分子運動とエネルギーの関係について説明

できる。） 
３．熱力学第一法則（系、外界、境界について説明できる。状態関数の種類と特徴について説明できる。仕事および熱の概念

を説明できる。定容熱容量および定圧熱容量について説明できる。熱力学第一法則について式を用いてに説明できる。エン

タルピーについて説明できる。標準生成エンタルピーについて説明できる。） 
４．熱化学（代表的な変化（過程）における熱と仕事を計算できる。代表的な物理変化、化学変化に伴う標準エンタルピー変

化を説明し、計算できる。） 
５．熱力学第二法則（エントロピーについて説明できる。代表的な物理変化、化学変化に伴う標準エントロピー変化を計算で

きる。熱力学第二法則について説明できる。熱力学第三法則について説明できる。自由エネルギーについて説明できる。熱

力学関数の計算結果から、自発的な変化の方向と程度を予測できる。自由エネルギーの圧力と温度による変化を、式を用い

て説明できる。） 
６．純物質の相平衡１（相変化に伴う熱の移動について説明できる。） 

７．純物質の相平衡２（相平衡と相律について説明できる。代表的な状態図について説明できる。物質の溶解平衡について説明

できる。界面における平衡について説明できる。） 
８．混合物の性質１（化学ポテンシャルについて説明できる。自由エネルギーと平衡定数の温度依存性について説明できる。

活量と活量係数について説明できる。） 
９．混合物の性質２（溶液の束一的性質について説明できる。＊混合物の相図について説明できる。） 
１０．化学平衡の原理（平衡と化学ポテンシャルの関係を説明できる。共役反応について説明できる。） 
１１．化学平衡の応用（酸・塩基平衡を説明できる。溶液の pH を計算できる。イオン強度について説明できる。電解質の活量係

数の濃度依存性について説明できる。） 
１２．電気化学（代表的な化学電池の種類とその構成について説明できる。標準電極電位について説明できる。起電力と標準

自由エネルギー変化の関係を説明できる。Nernstの式が誘導できる。濃淡電池について説明できる。膜電位と能動輸送につ

いて説明できる。） 
１３．反応速度（衝突理論について概説できる。遷移状態理論について概説できる。反応次数と反応速度について説明できる。

微分型速度式を積分型速度式に変換できる。） 
１４．速度式の解釈（代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。代表的な複合反応の特徴について説明できる。反応

速度と温度の関係について説明できる。） 
１５．物質輸送（電解質のモル伝導度の濃度変化を説明できる。イオンの輸率と移動度について説明できる。拡散および溶解

速度について説明できる。沈降現象について説明できる。流動現象および粘度について説明できる。） 
 

 
 


